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（渡邊ら,鎌⽥, 2018) 。 
本学では 2015 年度に看護学部、社会福祉学科、⼤学院⼈間社会研究科⼈間学
専攻⾔語聴覚コース／専攻科⾔語聴覚⼠養成課程（以下、⾔語聴覚コースとす
る）、薬学部の医療・福祉系 4 学科の教員が協働し「むさしの IPE」を⽴ち上げ、
活動してきた。また、教員が所属する学部学⽣に対する専⾨教育と併せ、「むさ














２ 活動紹介  
（１） 「むさしの IPE」の成り⽴ち 
「むさしの IPE」は、2015 年度より社会福祉学科授業を担当となった看護学
科教員と社会福祉学科教員の出会いから始まった。医療ソーシャルワーカー










かできること」への模索が始まった。そこで着⽬したのが IPE である。 













（２） むさしの IPE 活動紹介 
発⾜したむさしの IPE は、2021 年 3 ⽉までに「イベント開催」「全学横断型
授業担当」「定例ミーティング」の 3 つの活動をしてきた。活動の詳細は表 1
に⽰した。 
① イベント開催 
第 1 回のイベントは、4 学科学⽣混合のグループが「事例へのケアや関わり
をディスカッションする」こととし、年度の授業終了後の 2016 年 2 ⽉に武蔵
野キャンパス 5 号館⼤会議室にて開催した。4 学科の学⽣たちが、グループと
なり、事例を巡って真剣に、時に笑顔でディスカッションやまとめ作業を⾏う
姿に、教員は⼿ごたえを感じた。 




し、2021 年 3 ⽉までに 10 回のイベントを開催した。参加した学⽣は延べ 230
名である。各プログラムの詳細は次の内容であった。 
図 1 「むさしの IPE」体験型プログラム紹介 
＊JAIPE：⽇本保健医療連携教育学会 














































2015 年から開催している定例ミーティングは、2021 年 2 ⽉には 74 回を数え
た。メンバー全員が、⼤学での授業や演習、と臨地での実習と多忙な中で、⽉






































④ 他⼤学 IPE 視察 









































しかしながら、⼀昨年の千葉⼤学 IPE の視察において、「むさしの IPE」の活
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